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関係者の皆さんのご協力のおかげで、人工物発達研究も通巻第三号を刊行することができるに
至った。これまで書いてきたように、この研究プロジェク N才、総合研究大学院大学の葉山高
等研究センタープロジェクトのひとつとして実施してきたが、その助成は3年問ということで、
2010年3月にひとまず完了する。それまで、関係教員、学生さん、そして事務の方々のご支援
があったおかげで、3年間でようやく研究領域としてそれなりの輪郭を形作ることができた。

改めて謝意を表したい。

人工物発達学というアプローチは、精力的にアピールしてきたおかげか、徐々に総研大関係者
以外の皆さんの耳にも届くようになった。本号に寄稿してくださったミラノ在住の安西さんも
その人である。また前号から寄稿してくれていた筑波大学の橋爪さんもそうである。そのほ
かにも、マーケティング関係、ユーザビリティ関係、デザイン関係など、特に応用分野の皆さ
んが閼心を木してくれるようになった。人工物発達学は、これまで工学的かつ応用的であった
私としては、研究態度を科学的かつ基礎的な方向に転回したもので、昔、大学院で心理学とい
う科学の領域を研究していた頃の自分の姿勢を多少懐かしく思い出しながら、活動を続けて

きた。しかし兀は心理学に対して心工学を打ち立てたいと大学院時代の指導教授に話しをした
由分であり、工学的指向性の強い自分である。そろそろ工学的な応用へも取り組んでゆきたい
と思、0ている

はじめに

そのひとっが、近年マーケティング領域で話題になっているビジネスエスノグラフィと同期し
た、設計の上流工程への適用である。ビジネスエスノグラフィについては、なぜエスノロジー
でもアンスロポロジーでもなく、エスノグラフィという用語を使っているのかという素朴な疑
問にはじまり、その方法論の脆弱さについても危倶するところが大きい。マーケティングの分
野では、新たなキーワードが渇望され、人々がすぐにそれに飛びついて、しばしぱ安易な適用
を生み出してしまう(頃向がある。共分散構造分析(SEM)という手法に対する近年の流行に、その
典型を見ることができる。これに対し、人工物発達学は、ユーザの特性や利用状況に適合した
人工物はどうあるべきか、という方向性をきちんとした調査分析によって示そうとするもので
あり、更に方法を整備すれば、どのような人工物を作るべきか、という具体的な提案につなげ
てゆくことができると考えている。

もちろん科学としての側面では、進化生物学との類似性にもとづく概念の転用の可能性、進化

と発達という概念の違いに関する考察がありうるし、また人々が人工物を選択する際の基準と
しての合理性に関する哲学的考察も新たな展開を生み出すだろう。特に合理性という概念は、

任意の理に関する公理系に人間の判断や行動が適合しているかどうか、ということであり、
見、非合理的と見える行動についても特に注目していきたい。

判断や行動の合理性にかかわる公理系としては、幾つか異なるものがこの世の中に共存してい

る。ひとつの考え方ではあるが、それなりの理にかなった選択であれば、合理的という二とが
できるだろう。そのとき、人々の問に同時に複数の公理系がある場合、どの場面でどの公理系
を採用するかにっいての公理系の選択行動というものは興味深いものである。いいかえれぱ、

複数の公理系に対するメタ公理があるような気もする。そのあたりが人工物選択における基準
系としての全体的な姿であろうと考えている。

私自身の原稿としては、まだ書きたいものが残っている人工物発達学におけるフィールドワ
ーク手法という内容にっいては、すでに途中まで書きかけているただ、年度内刊行という財
務上の事情もあり、その原稿については通巻第四号に回すことにした。
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今後、総合研究大学院大学の助成が取れるかどうかは未定であるそうし六場合には、その他
の助成を得ることによって研究と本誌の刊行は継続してゆくことになる。ちなみに今年度は放
送大学学園からの助成金も部使わせていただいているいずれにせよ、本誌は所謂号雑誌

にならぬよう、積極的に活動を継続していくつもりであるまたプロジェクトは旦解散とい
うことになるが、改めて四月からは新たな組織化を図ることとし、本誌への寄稿にっいては、
より広い範囲から求めてゆくことにもなる。

もちろん執筆依頼なしの投稿も歓迎する事務的なことだが、その際には、ヒューマンインタ

フェース学会の論文のフォーマット(h此P://WWW.his.gr.jp/dow'nload/加dex.htm1にある「原稿
執筆の手引き&原稿テンプレートをご利用いただきたい。

関係諸氏の今後のビ支援ご協力に強く期待するものである

2010年2月21日

総合研究大学院大学 学長特別補佐、教授

放送大学教授

黒須正明
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岸上伸啓(きしがみのぶひろ)

早稲田大学第文学部卒業、早稲田大学大学院文学研究科修士課程修了、マッギル大学人類学部
博士課程単位取得退学。博士(文学)(総研大)。早稲田大学文学部助手、北海道教育大学助教授、
国立民族学博物館助教授などをへて、2005年より国立民族学博物館・総合研究大学院大学教授
専門は文化人類学で、カナダ極北地域やアラスカにおける先住民の生業システム、社会変化、海

洋資源の利用と管理、開発問題、都市在住イヌイットの生活などを研究してきた。主な単著とし
て『極北の民カナダ・イヌイット』 Q998年、弘文堂)、『イヌイット』(2005年、中公新書)、

『カナダ・イヌイットの食文化と社会変化』(2007年、世界思想社)がある。編著書にはlnd地en0山
Use and M臼nagement of Marine Resources (SES NO.57,2005, Netional Museum of Ethn010gy)
や『海洋資源の流通と管理の人類学』(2008年、明石書店)などがある。また、国際的に評価さ
れた言兪文として"A New Typo]oay of Food-sharing practices among Hunter-Gatherers, with a
Special Focus on lnuit Examples" Journal of Anthropo]ogical Research 60:341-358 (2004
September)などがある

著者紹介
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1983年上智大学文学部フランス文学科卒業、いすゞ自動車株式会社においてヨーロッハ自動車メ
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黒須正明(くろすまさあき)

1978年早稲田大学文学研究科(博士課程心理学専修)単位取得満期退学、日立製作所に入社し、
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イフサイクルや感性を含めた満足感の構造などに興味をもち、またユーザエ学の発展的応用とし

て人工物発達学を提唱している学会活動として、 APC田98 大会委員長、1FIPTC13 委員会日本委
員、 JIS TC1誇/SC4/WG6 主査、ヒューマンインタフェース学会国際扣当理事、 1NTERACT2001 大
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山中敏正(やまなかとしまさ)

kawanoak
長方形



1982年千葉大学大学院工学研究科修士課程工業意匠学専攻修了。博士(感性科学)。イリノイエ科
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2002年早稲田大学大学院文学研究科考古学・文化人類学専攻修士課程修了。出版社勤務を経て、
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類学的研究に従事。
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2006年佐賀大学大学院教育学研究科で修士課程を終了して、現在総合研究大学院大学博士後期
課程在学している。20四年に博士論文を提出して、2010年3月終了予定。修士時代から中日比較
文化を課題に取り組んできたが、博士論文は「満洲国」の文壇の中心を据えていた文化人古丁を
取りあげ、彼の創作、翻訳、出版活動を徹底的に調べ、当時「満洲国」の文化政策、及びそれに
対司、る人々(中国人、日本人)の反応とりアクションを考察した。

金桂淵(きむげーよん)
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中韓国華僑に対する文化人類学的研究に従事し、華僑の生存とそれをめぐるネットワークつく
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がある。
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2006年法政大学文学部卒業。早稲田大学大学院人間科学研究科修士課程を経て、現在、筑波大学
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対象とした調査研究に従事。
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